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• 監督者の合図があるまで問題冊子を開いてはならない．

• 問題冊子は表紙も入れて 5枚である．

• 問題は全部で 4問である．

• 解答には問題ごとに別々の答案用紙を用い，それぞれの答案用紙に受験番号，
氏名，問題番号 を記入すること．

• 答案用紙，下書き用紙は終了後すべて提出し，持ち帰ってはならない．



[ 1 ] f(x)を x > 1で定義された実数値C1級関数とする.

(1) y ≥ x > 1に対して次の不等式が成り立つことを示せ.

|f(y) − f(x)| ≤
∫ y

x

|f ′(t)|dt.

(2) あるA > 0と c > 1が存在して

|f ′(x)| ≤ Ax−c (x > 1)

が成り立つとする.

(i) f(x)はx → ∞のとき，ある実数αに収束することを示せ.

(ii) (i) のαは次の不等式を満たすことを示せ.

|f(x) − α| ≤ A

c − 1
x1−c (x > 1).



[ 2 ] 以下，実数を成分とする行列を考える．Aをm×n行列，B1, B2

をm次正則行列，C1, C2をn次正則行列で，次の等式を満たす

ものとする．

B1AC1 =

(
Ir 0

0 0

)

B2AC2 =

(
Is 0

0 0

)
ただし r, sは 0以上の整数で，Irは r次単位行列，Isは s次単位

行列，0は零行列を表す．(r = 0または s = 0の場合，対応する

右辺の行列は零行列とみなすものとする．)

このとき r = sであることを示せ．



[ 3 ] X をコンパクト位相空間, Y を位相空間，y0を Y の点とする．

f : X × Y → Rを直積位相空間X × Y 上の連続関数とし，

任意の x ∈ Xに対し，f(x, y0) 6= 0

を満たすとする．このとき y0の開近傍U ⊂ Y で，条件

(?) 任意の (x, y) ∈ X × U に対し，f(x, y) 6= 0

を満たすものが存在することを示せ．



[ 4 ] rを正の実数とする. 複素平面Cにおいて，1を中心とする半径

rの円周に，反時計まわりの向きをつけたものをΓrとする．

r 6= 1のとき，複素線積分∫
Γr

ez − e−z

z4 dz

の値を求めよ.


